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第
十
七
条
の
十
七
第
二
項
中
「
に
あ
っ
て
は
」
を「（
第
十
七
条
の
五
十
四
第
五
項
に
お
い
て
単
に
「
農
業
委
員
会
を

置
か
な
い
市
町
村
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
」
に
、「
第
十
七
条
の
三
十
六
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
五
十
四
第
二
項

及
び
第
十
七
条
の
五
十
七
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「（
耕
作
（
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十

九
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
耕
作
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
農
作
物
の
栽
培
を
含
む
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
及
び「（
農
地
以
外
の
土
地
で
、
主
と
し
て

耕
作
又
は
養
畜
の
事
業
の
た
め
の
採
草
又
は
家
畜
の
放
牧
の
目
的
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」を
削
り
、

「
同
法
」
を
「
農
地
法
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
二
十
四
第
三
項
第
二
号
中
「
こ
の
号
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
三
号
中
「
第
六
項
及
び
第

十
七
条
の
三
十
三
第
一
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
項
及
び
第
十
七
条
の
三
十
三
第

二
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
一
項
及
び
第
十
七
条
の
三
十
三
第
三
項
に
お
い
て
」

を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
十
四
項
及
び
第
十
七
条
の
三
十
三
第
四
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改

め
、
同
条
第
六
項
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
第
十
七
条
の
三
十
六
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項

中
「
前
項
」
を
「
、
前
項
」
に
改
め
、「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
第
十
七

条
の
三
十
六
第
十
五
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
十
一
項
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
第
十
七
条
の
三
十
六
第

十
六
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
十
四
項
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
第
十
七
条
の
三
十
六
第
十
九
項
に
お
い

て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
十
五
項
中
「
も
の
に
限
る
」
の
下
に「
。
第
十
七
条
の
三
十
六
第
二
十
項
に
お
い
て
同
じ
」

を
加
え
、
同
条
第
十
七
項
中
「
定
め
る
も
の
」
の
下
に「（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
二
十
一
項
に
お
い
て
「
市
町
村
高
齢

者
居
住
安
定
確
保
計
画
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
三
十
二
第
一
項
中
「
の
長
」
の
下
に
「
。
第
十
七
条
の
四
十
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
三
十
五
第
一
項
中
「
前
項
」
を
「
、
前
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
第
五
条
第
四
項
第
十
五
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
八
号
」
に
改
め
る
。

第
五
章
第
十
四
節
を
同
章
第
十
七
節
と
す
る
。

第
十
七
条
の
四
十
一
中
「
第
五
条
第
四
項
第
十
四
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
七
号
」
に
改
め
、
第
五
章
第
十
三

節
中
同
条
を
第
十
七
条
の
六
十
三
と
す
る
。

第
十
七
条
の
四
十
中
「
第
五
条
第
四
項
第
十
三
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
六
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条

の
六
十
二
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三
十
九
中
「
第
五
条
第
四
項
第
十
二
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七

条
の
六
十
一
と
す
る
。

第
五
章
第
十
一
節
の
次
に
次
の
二
節
を
加
え
る
。

第
十
二
節

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
の
作
成
等

（
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
の
作
成
）

第
十
七
条
の
三
十
六

認
定
市
町
村
は
、
協
議
会
に
お
け
る
協
議
を
経
て
、
認
定
地
域
再
生
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
」
と
い
う
。）を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

認
定
市
町
村
は
、
前
項
の
協
議
を
行
う
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
者
を
協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
加
え
る
も
の
と
す
る
。

３

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
は
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
の
区
域
を
記
載
す
る
ほ
か
、
お
お
む
ね
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
け
る
住
宅
団
地
再
生
の
方
向
性
そ
の
他
の
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針

二

地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
い
て
住
宅
団
地
再
生
を
図
る
た
め
に
整
備
す
べ
き
医
療
施
設
、
福
祉
施
設
、
商

業
施
設
そ
の
他
の
当
該
区
域
の
住
民
の
共
同
の
福
祉
又
は
利
便
の
た
め
必
要
な
施
設
及
び
必
要
な
土
地
の
確
保
、

費
用
の
補
助
そ
の
他
の
当
該
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
認
定
市
町
村
が
講
ず
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

三

地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
い
て
整
備
す
べ
き
高
年
齢
者
向
け
住
宅
及
び
必
要
な
土
地
の
確
保
、
費
用
の
補

助
そ
の
他
の
当
該
高
年
齢
者
向
け
住
宅
を
整
備
す
る
た
め
に
認
定
市
町
村
が
講
ず
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

四

地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
い
て
提
供
す
べ
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
当
該
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
確

保
す
る
た
め
に
認
定
市
町
村
が
講
ず
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

五

地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
い
て
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
の
利
便
の
増
進
を
図
る
た
め
に
認
定
市
町
村
が

講
ず
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

六

地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
い
て
貨
物
の
運
送
の
共
同
化
そ
の
他
の
貨
物
の
運
送
の
合
理
化
を
図
る
た
め
に

認
定
市
町
村
が
講
ず
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
事
項

４

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
い
て
認
定
市
町
村
が
行
う
住
宅
団
地
再
生
建
築
物
整
備
事
業
（
都
市
計
画
法
第

八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住

居
専
用
地
域
又
は
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
内
に
お
い
て
、
住
宅
団
地
再
生
を
図
る
た
め
に
必
要
な
建
築
物

の
整
備
を
促
進
す
る
事
業
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
事
業
を
実
施
す
る
区
域

ロ

当
該
事
業
の
内
容

ハ

当
該
事
業
に
係
る
建
築
物
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
イ
に
掲
げ
る
区
域
内
の
用
途
地
域
（
建
築
基

準
法
第
四
十
八
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
用
途
地
域
を
い
う
。）の
指
定
の
目
的
に
反
し
な
い
も
の
に
限
る
。）

第
五
章
第
十
三
節
を
同
章
第
十
六
節
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三
十
八
中
「
第
十
七
条
の
三
十
六
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
五
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
第
五
章
第

十
二
節
中
同
条
を
第
十
七
条
の
五
十
九
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三
十
七
第
一
項
中
「
第
五
条
第
四
項
第
十
一
号
」
を
「
第
五
条
第
四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を

第
十
七
条
の
五
十
八
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三
十
六
第
三
項
第
一
号
並
び
に
第
四
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
第
五
条
第
四
項
第
十
一
号
」
を
「
第

五
条
第
四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
の
五
十
七
と
す
る
。

第
五
章
第
十
二
節
を
同
章
第
十
四
節
と
し
、
同
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
十
五
節

株
式
会
社
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
機
構
の
業
務
の
特
例

第
十
七
条
の
六
十

株
式
会
社
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
機
構
は
、
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整

備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
認
定
地
方

公
共
団
体
が
認
定
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
き
民
間
資
金
等
活
用
公
共
施
設
等
整
備
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当

該
認
定
地
方
公
共
団
体
の
依
頼
に
応
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
認
定
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
専
門
家
の
派
遣

二

当
該
認
定
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
助
言

三

前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
株
式
会
社
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
機
構
の
業
務
が
営
ま
れ
る
場
合
に
は
、
民
間
資
金
等

の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
第
一
項
第
六
号
中
「
に
掲
げ
る
」
と
あ

る
の
は
「
及
び
地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
七
条
の
六
十
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
」
と
、

同
法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号
中
「
前
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
各
号
及
び
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
六
十
第

一
項
各
号
」
と
、
同
法
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
三
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
又
は
地

域
再
生
法
」
と
、
同
法
第
六
十
六
条
中
「
に
掲
げ
る
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
六
十
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
法
第
九
十
二
条
中
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
第
一
項
（
地
域

再
生
法
第
十
七
条
の
六
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
と
、
同
法
第
九
十
三
条
第
八
号
中
「
第
六
十
二
条
第
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
第
二
項
（
地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
六
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
す
る
。
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